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海軍｜則｛系！と科である ( D{l利20{f. 1 
月30円の｜盗i毎＇1('(j Jj~ I卜.i去、 I！主i毎：￥の
Ii.ii業務を引き続l：い1.;11u'r.は、敬次




したi；制!Jr11r.・l~ 'i' ＼・＇｝＇， fi.ltJJI ・ '1U:W紘4字、制f
たにit-J築作成された l:.'>.:,¥;'1（：求の作）j従2己
鈷や名部隊の f邸時日ftJ1U 等ー がある。
これらが終戦友務に｜則する仲j毎1lL関係















if'j・ . LJ 綜戦1~lえひ’その 1iiflをにおける陵
i旬 II（に l!.!lナゐ iji~bl~川3ム戦史、 ：正行l'.7;
の史料である これらlt、敗戦時の焼
却l処分を免れて、 §~{f：し、昭和3-1年


































































































20 {f' 6 川、 lji~~t 「比叡J 沈没II.＼＇の lj＼~
闘”己fょが、同住総長 ・何m正畿大佐i宣
b友から：九・uけされた例である f比机j
lifll干I17 !f. 1 Jl 13 11 、 ~i~3 I.大ソロ
モン i句. ijil(において、 激l~ll の ,j，：：＇沈没。
この)'t任を取らされた1'4rn拡長はb:遷
与れて ． イミj出のうら i.:H~ Jill( を迎え 、 ljl~





















の以史的仙川1/f1.＇~を ~I! 勺 貯が肋架して、







ま・！ヘ r1: i f 入れる zと tいま拘t、 守）；~









さらに、rII＼~~る f.H 'J 、 原本の寄fli•i
を受けるJのむルールの一つであゐ
過去にl之、.fヒif!J.ilで r.1tm;・11l.ri)令部1；正
史 （草案） J が、 それを ， ；Gi主した－.＇~；；C. (l(L 
属）泣族のI設から発見された｜祭に、f地
元で保存したいjというiuJ肢の！”p，、桜









でも 、 近年、 追h＞：に 11111.- 、 ｛~わせたとこ
ろ 「本人が亡くなった際l二 、 おf自のti•









































京にH~わった公）：,'f ~r- までlよ re.＿＇納
入れ｝叱IJの日院に人ゐとしてむ、
.• , ..人のfli¥1人史外詳の＂ ＇に、しばしばI¥
てくる上古学校等の教J千件、 J行長~官と
しての部隊戦仰，，i!.H与は1同人史料鮮の





















＇.：~；が、｜無能的統 ·ti：があり 、 ぶれない、
という・i'I；怖を判っていることとのkさ
な地いである。






































があるが、 b、ずれ ιむ近代文 。l干のJIJl.M~ .
公l!Hに取り組んでいるという／.（！ま：！U位
している。史料Zそでの受け入れは、f巨
人の、 特に作戦iii~ ISil に ｜刻する史料が中




















































































傾倒デー タベー ス｛立、1ilfi!i:( t知織の行
口金、＇I'とi立l?t'.っ・けられゐ1i~r頴苑の｝j技
音flで剖；立てされた rfrJl#lJについて、情



































Ji. -f1創氏HI歌集Ji;lj • 心として ー j 、
人・｜人l必純H:f鎌frn守代に以fるi息氏物括






























(Research on old Japanese books in Leiden, Holland 


















































｜ ！本への紛介lよ、 H本~-;i: 会 、 n1~1文化






















































新古今時代を、おおむね藤！反定家の生きた時代（］ 162 ～ 1241 年） と見る説により、 当代の和歌の特質を~えてみたt 、。
夫 ，nf~人定家と：k灯台の王丹・後九羽院が、札際をI曽大させながらも、理想、の：：f~を求めて｜草案を続けたこの時代lま、 1ilf中




氏物；りをもmr&の対象として、 多くの秀作をL~.み出すことになる。 ところが歌論では、 青葉lま~t：されでも心は取るべきでは
ないとJわれ＜r1丸山；；J;院御II (.l;J ） 、本歌JI~りの対匁ではなく、歌を詠むためにto~（んで心を液ませる ，I ~と扱われて <rJ;( lfi 
中納ri.ヰII”はに凡ゐ定次のri'）、』I~拠としての rnni;;物税j の佐↑州寸けはきわめて不安定であった。
f源氏物語j 取りを1J'flfUIJする矧曲としては、まず、 摂取が行き過ぎて難解歌をもたらし、 読者に謎14干きを迫るような＞J ~態に
まで£ったことが殺げられる。これは初’y：者・や非専門tfJ：人の歌に現れやすい弊害であった。しかし、専門歌人の秋、特l二
信~~永1 ..:JJ1t 、てlよ、よりj宗主ljな l llJ組に発するJll[山が想定される。













も、隠岐本で自！JI－；余：.f）；とされているc r .rn堅の乱れも匁lらずうち臥せばまづかさやIJし人ぞ恋しきJ（後拾jfi~ ・ ：a：三・相公式部）
をヰ＞＝~klf{りしたこの：1xのJilt 、lよ、 f jl~！ L＼：物議』の－n~1fiiのように｛位成し、物2奇ill：界を再現することにあった ([ilf/.H：物..n 







新， 1 ，・今llH ＼：の：仕lま、 （I守治lよ許〈、心は新しく〉を），~￥とし、 理想を王朝に；jとめたために、 平安時代の物語知｛辻、 「7～－今
.UH以ドの.fl!fJ.:とともに、 mli'Zの対象としてもてはやされた。特に 『淑氏物語jの恒例的な魅力lよさ11t歌人たちを拠tfし、
さまざまな摂取秋が’l~み1 1 11~れ、秀歌lよ「新古今~l lこlji,められてその彩りを些かにする。その小で、定家の：飲Ii、！／ldfl.
力がI'l主に働き、羽I!f）：としての統Mt「の作夜をより411＼~.イじさせるようなケースが現れ、 和歌における 〈態度〉ゃ く主体〉の
問題において後どいl;JI訪日二f立似を抱かせ・るJ;H1J!！；にまで亙らしめる。もって、 『源氏物語』を取る制限的な動きが必！まり、 統めば
心がi間み、またこI泌を~；：：ぷとめにifC起でありながら、司kの基本性格に関わるところにはi立fi'：させ〈よい作品として、安定するこ






















































さ！？．成22年ll 川 25 口 、 京京協日針市の~践女 f-k.’刊こおいて、 斗rnnとJ1i）大学文学部Jど芸資料研究所との研究連携.，こ
｜刻する協定ヴのNi¥）印式が行われ、関係［.・"17.ち会いのもと、今i列館長と湯浅午：誌とがサインし、協定1＇；：を取り交わしたの日本





わしたω 十tl1i.に理解と｝J.filをi~め、 11l1jj!\tl担lの問にお！？る研究及び~Htの交流を促進するため、 (1 ） 研究ET予のうどi氏、（2)
















第l凶 9月10ト｜（金） 大勢五！Ii 近代人のr.Lfi＂『見について
第2凶 9月17Fl （令） ~＇~と Htと 任Ji文化則的平の制本理念
郁3[ii 9 )j2'1日（令） r l：戸モデル少Jmm1 その大なゐ［悦郎
第41日｜ 10) J 2u （金） 近Il；的自我 .'Jl.:¥il,史flf>!,・ 





























会 朋：平成23年lJJ24LI (J)～3Fl 18日（金）
※}JJJ 問中、 · 1 -.11話円 、 円暇円、祝円は｛本~します。
IJ削減時間：10時00分～16時;10分
場 所： l坂l文ヴ：liif究資料館 1 1併悦iJ ~出





平成22年JOJ J 4日からll月12Hまで間i寵された鉄心斎文庫短冊文：'1fri展は、およそ 1400人を超える入場.fl・があり、
機況であった。F人心i古文wの7・fil}新二氏と美佐子氏ご夫安lこよって収集された似削）点におよぶ筒冊とその｜則述ft:f'fのな
かから、巡りすく・った約 150点を民不。民示品は、合・四球好から江戸川乱歩におよぶ翁：包な人々 のまilmr、また fl屯EfilJf 1i




の滞納がめった。 いず1 しも、 XU.liltの）），~史やはと℃ろなど、 基本的なことをわかりやすく相介するもので、 聴政の！メJ,i:;：もflかったn
展ポ則lil巾毎令l/1¥Iにはギャラリー トー クを行った。鉄心治文庫の親冊を数年米読み続けてきた近世和歌研究会の会員
である、日梨・京・チ氏、 1可由民正氏、企1－伽；了－氏、また当館の入口数志助教、中村健太郎研究員が1¥当し、こちらも釘やド
であったn また、800~女ほどの制liltの耐仰をバーチャル凶示したt》 タッチパネルで、身分、附紙、 m＋設なと・で集中りしてみられ
ゐようにγ：J：したものの 多くの人がり・l~ I味を／J~ していた。
J"i早さんから、多くのJiにみて引きたいので、土昭・円日程もIJM室できなし、かとのご希望もあったが、応じることが／:I＇，来なかった。
今後の課題としたいの









立命館大学似I~：：fifi 、 1t·fi前同大午：I-xi ~M~ （本！Ill久雄文成）に三分割1、 個別に~ぷ．されていた。 2008 .s，~ 、 「日本近代文
q:fifiド誌 資料探本4J l人lで、 3fil'iが並んどかたちでは初めて、 各館の所級資料・の紹介 ・ t~＜；＇・がなされ、このたび、収
命館大学凶内館のすr:f＋整備が完結したのを受け、国文学研究資料館にもご協力をいただき、’lfil'i{rfujの資料Jft;9＜実現の
運ひPとなった。奨妙の没後 100年にして、ょうやく美妙の全体像を示す員・重な資料が一堂に会すこととなったのである
展示構成は、l年余りにぷぷ編取委貝会のなかで、「メディアjがキー ワ ドーになることに決まり、編集責任を l・Jlfj介氏と
し、l詩人史妙（幼少jりl～明治 19年頃、担当：背木位弥氏）、日 流行作家美妙（明i台20年頃～26Jj~ 刷、 111.,11 : 
山Ill俊治氏）、阻 スキャンダルから fあぎなるどjへ（明治27iミ頃～36iJ.'頃、担当：rt1JI I必尖氏）、W日本山ザ：苛 J~ 
妙（1.幸町：京｛制I前氏）、VrW，~；への執念（IVJi台訂正I~頃～晩年、 担当 ： 谷川恵一氏）の"1'?:5許1\li~ ！I立となった。
従来－Htも~l~ll:t'I~な資料品I.］査がffわれていなかった美妙資本iの全貌は、 想像していた以上にJぶく、 また多岐にii刻、｜彼
られた民示スペー スのιI＇で、資料の選択はギリギリまで調整が続いた。その＇－1-'斐もあって、入場者の方 の々多くは、h品示資
本｜をi.''.i: 1 .＇.＇ .＇：じっくりとご覧になっていたことが印象i~い。
また、 10n 30 nには記念シンポジウムを行ったの 11 1 十111 f飯氏によるごILi身が研究した美妙l二ついての~f/f i\i( Iこ始まり、 羽，JU!







発表、 611のショートセッション発氏、 4 名のポスター七yション発表のイt；~十 23 名が












、1.:戎23｛ドのti'35 fil ~1 1：；；~ I I本文学liJf先日4会lよ、5月l二研究発点を善；；終し、
1 JI 26日（｜；）～27[I （「｜）にl:Umtされる （・定でめるn日下しいことは米年5}J 作
総演の4晶子
に当館のホー ムペー ジ（hLtp://www.nijl.nc.jp／）を御児下さい。 (IW艇） ポスターセッションの様子
ア カーイブズ・カレッジ（史料管理学研究会）
科目白でlよ、 多峨な史資料を取り扱う J.l/.[lrj的人材を,f~成するための研修会、 アーカイブズ ・ カレッジ（史料管理！？：研修会）
を長J~Jコース ・ 組問コースそれぞれ｛1: l Inflf I liltしてし、ます。 長期コースiよ拘舶にて間1mし、 ~1JVJコースは毎年東京行日以外の
会場をお借りしてIJflHliしてし、ます。
‘1－：成22王手段lま、長期コー スを1iliJVJ7 }-J19 11 （火）～8月13日（令）、後期8月30日（月）～9月剖日 （金） の日程
で当館オリエンテー ション市じて開liし、 12約が受滑しました。矩JUコー ス｛立、会場に名古屋大学防物館をお借りして、11 
11811 (Jj) ～ 19 日（金）のnf'~－C"lllllWし、 30 名が受必しました。
受講者は、それぞれ修 （mt文を拠出し今年度lよ民JUIコー ス拍手号、短期コー ス29名が修了する予定て-t。








だから、大学院にとって最も大事なことは “研究が進んだ” ということなのだ。 そこ~こは人絡の形成も含まれる3 つまり、 教
育的成果が実現しているということでもあるのだ。











































）；~J と表記する点も第一種本と共通する。 絵の経致か ら、ブL大本より も遅れて製作さ れたと見ら
れる。
内閲覧室カレンダー 2011年2月～4月 青は休宣宮日 賛色は土曜開宣宮田
2月 3月 4月
i連 国 困 図 El 自 白 的 回 困 tj.J ~ 悶 j薗 ' i.f dょE Sl~f<l ,fj] ·~· ’F図 ・n 
2 3 4 5 2 3 4 5 2 
6 7 8 ' 9 10 1 12 6 7 8 ~· 10 1 12 3 4 5 6 7 8 9 
13 14 15 16 17 18 19 ・13 14 15 16 17 18 19 10 1 12 13 14 15 16 
20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 
' 
27 、：28 ‘27 28 '29 30・ '・31 24 25 26 27 28 29 30 
開館 9:00～ 18:00 詰求受付 9:30～ 12:00 13:00～ 17:00 複写受付 9:30～ 16:00 
ただし、土曜開館日は、開館 9:30～ 17:00、請求受付 9:30～ 12:00 13:00～ 16:00 
複写受付 9:30～ 15:00 
※蔵書点検期間（3月25日～31日）
保存環境整備期間 （4月28日～5月2日）
ョー
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